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■著作権について 

 

「なぜか３着までに突っ込んでくる穴馬の法則（コンピ対応版）」(以下、本冊子と記載する)は、著作権法で

保護されている著作物にあたります。本冊子の取り扱いについて以下の点にご注意ください。 

 

本冊子の著作権は、発行者であるインフォレース出版（以下、発行者とします）にあります。 

書面による事前許可無く、本冊子の一部、または全てを印刷物、電子ファイル、テープレコーダー、ビデオ、

ＣＤ、ＤＶＤ、ウェブサイト等のあらゆるデータ蓄積手段により複製、流用、転載、翻訳、転売(オークション

を含む)等する事を禁止いたします。 

 

■使用許諾約款 

 

本約款は、本冊子を購入した個人・法人(以下、甲とします)が本冊子を利用するにあたり、以下の条項を

遵守していただくための約款となります。 

当該約款を必ずお読みいただき、遵守いただけない場合は、発見次第、法的手段を執らざるを得ません

ので、あらかじめご了承ください。 

 

■第 1 条＜本約款の目的＞ 

 

発行者が著作権を有する本冊子に含まれる情報を、本約款に基づき甲がその範囲内において使用する

権利を承諾するものです。 

 

■第 2 条＜禁止事項＞ 

 

本冊子に含まれる情報は、著作権法によって保護されています。甲は本冊子から得た情報を発行者の書

面による事前許可を得ずして出版・講演活動および電子メディアによる配信等により一般公開することを

禁じます。特に本冊子を第三者に渡す事は固く禁止します。 

甲は自らが使用するためのみに本冊子に書かれている事を使用できるものとします。 

 

■第 3 条＜契約の解除＞ 

 

甲が本契約に違反したと発行者が判断した場合、発行者はいかなる通告も無く、使用許諾契約書を解除

できるものとします。 

 

■第 4 条＜損害賠償＞ 

 

前 2 条の違反行為によって発行者に損害が生じた場合、甲は当該損害について賠償の責を負うものとし

ます。但し、甲の責に帰すべき事由に限ります。 

 

■第 5 条＜責任の範囲＞ 

 

本冊子の情報の使用の一切の責任は甲にあり、この情報を使って損害が生じたとしても、発行者は一切

の責任を負いません。 

 

※本冊子は、インフォレース出版が独自で考案した馬券ノウハウを検証・編集したものです。 
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 穴馬を攻略する前に･･･  

日本ダービー前日･･･ 

５月２６日土曜日、競馬の祭典「日本ダービー」を明日に控えたこの日、東京競馬場のメインレー

スは、地味なオープン特別である「欅（けやき）ステークス」。 

第３コーナー付近にそびえる大欅（おおけやき）から取ったであろうレース名だが、おそらく熱烈な

競馬ファンでなければ知らないレースであろう。 

 

日本中が注目するダービーは、新緑まぶしい芝のうえを走る優雅で過酷なレースだが、今日のメ

インは、芝ではなくダート。１４００メートルを１６頭の古馬が争うといった展開だ。 

 

戦前の予想では、スティールパス（田辺）、アドマイヤロイヤル（安藤勝）、インペリアルマーチ 

（Ｃ.ウィリアムズ）といった、人馬ともに乗れているメンバーで上位１～３番人気を形勢していた。 
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この三人の騎手は、それぞれ明日の日本ダービーでも乗る馬が決まっており、全国・東西で数百

人いる騎手の中でもわずか１８人にしか乗ることが出来ないという、誉れを授かっている。 

田辺はトリップ、安藤はヒストリカル、そしてウィリアムズはトーセンホマレボシだ。 

 

その意味では、地味ではあるが確実に前日のメインレースも勝利して、明日のダービーへの景気

付けといきたいところだ。 

 

しかし、レースはこのような結果に終わった。 

 

 

１番人気の田辺・スティールパスは４着が精一杯、２番人気の安藤・アドマイヤロイヤルは何とか

２着に追い上げたが、３番人気のウィリアムズに至っては先行したものの直前でズルズルと後退

して 14 着惨敗という結果に。 

 

江田という男･･･ 

勝ったのは、12 番人気のブライトアイザック。 

日本ダービーでは騎乗予定のない、“関東屈指の穴男”江田照男が意地を見せた感じだ。 

 

最近の江田は、ネコパンチで日経賞を逃げ切って波乱を演じ、さらにＴＶインタビューでは、ネコパ

ンチ＝猫ひろしを意識してか「にゃ～」と愛嬌を振りまいたりしてすっかり中年オヤジと化している

が、新人ジョッキーの頃には、Ｇ１初騎乗で初勝利（91年天皇賞秋のプレクラスニー。メジロマック

イーンの降着タナボタではあるが。）という天才・武豊でも記録出来なかった快挙を成し遂げるな

どして若手の有望株的な存在であった。 

 

中堅になっても 1998 年の同じく日経賞では、12 頭立て 12 番人気のテンジンショウグンを見事に

勝利に導き、単勝 35,570 円という大波乱を演じてみせた。 
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また 2000 年のスプリンターズＳでも、これまた 16 頭立て 16 番人気のダイタクヤマトで、まんまと

逃げ切って見せたり･･･、 

 

 

そして先程触れた、記憶に新しい今年の日経賞でも、並み居る強豪を尻目にまさかのネコパンチ

での逃げ切り勝ち･･･。 

 

 

このように江田は、今ではすっかり穴を出す騎手として、かなりインパクトのある実績を残してい

るのだが、裏を返せば人気薄でも勝利できるということは、まさに江田の実力が本物である証、と

も言えよう。 

 

そんな江田だが、競馬界の最高峰である「日本ダービー」に関していえば、これまで過去３回しか

騎乗していない。2001 年ダンシングカラー（11 番人気→３着）、2002 年ダイタクフラッグ（14 番人

気→13 着）、そして 2010 年のトーセンアレス（17 番人気→15 着）。 

 

“もし”という言葉は、競馬の世界では禁句であるが･･･。 

もし、江田が日本ダービーに出走できるような有力馬と毎年のように巡りあえ、数多くの騎乗機会

が与えられる“強運”の持ち主であったならば･･･？ 

江田の実力からして、今頃はダービージョッキーになっていてもおかしくはない。 

 

もちろん、これはまったくの妄想であるが、このような“運”によって大きく結果が左右されるのも、

これまた競馬の魅力の一つなのである。 

 

明日のダービーに騎乗する連中に「何とか一泡吹かせてやろう！」との意気込みで、江田が今日

のメインレースに乗って、そして勝利をもぎ取った・・・。そんな気がしてならない。 

 

もっとも本人はそんなことは気にせずに、あくまで自然体でレースをしていたのであろうが･･･。 
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馬の成績を、決して見てはいけない･･･ 

これから「穴馬の法則」について述べていくわけだが、別に江田のように実力があって不遇な穴

男を追いかけろ！というのが趣旨ではない。関西の熊澤を狙え！でももちろんない（笑）。 

 

確かに江田が乗る重賞だけを買えば単勝回収率が 150％近くなる年もある、なんてデータもある

が、なにせ年間でそんなに乗ってないので、まったく使い物にならない馬券ノウハウである。 

 

この同じ５月２６日。第２レースでも、穴馬が出現している。 

 

 

 

３着に入ったアデステフィデレスの成績を見て欲しい。 

 

 

この馬の、これまで過去２走の成績を見て、「今度こそ絶対に走る！」と断言できた人はどれくら

いいただろうか？ほとんど皆無だったはずだ。（だからこそ単オッズが 100 倍以上もついた。） 

 

でも、今回はなぜか３着に入って複勝は 1,490 円。 

とってもおいしい配当となったが、どうしてこの馬は好走できたのか？ 

 

１枠だったからよかった？ ペースに恵まれた？ それとも元々良い素質を持っていたのだが、た

またま２走とも成績が悪かっただけ？ 

 

好走した明確な理由など分かるわけがない。 

３着に突っ込んできたのは、まさに“運”が味方した、としか言えないのではないか？ 
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“運”に対抗するためには･･･？  

所詮、競馬は“運”に左右されることが多いスポーツである。 

もちろん“運も実力のうち”と言うように、それ自体を否定しているのではない。 

 

だが、いくら前もって科学的にデータ分析をしても、こんな結果になってしまったら目も当てられな

いと思うがいかがだろう？ 

↓↓↓ 

◆逃げ楽勝のペースだったのに、４コーナー付近で骨折をしてしまった馬･･･ 

◆インをつくか大外に持ち出すかの判断をミスって、わずかハナ差でＧ１が取れなかった馬･･･ 

◆６頭立ての少頭数にもかかわらず、直線で包まれて抜け出せず苦杯を舐めた馬･･･ 

◆２着に大差をつけてゴールをしたのに、斜行とみなされ降着となってしまった馬･･･ 

 

いくら過去の競馬データを綿密に分析しても、まさかこんな結果になろうとは、事前に予測などで

きる訳がないのである。 

 

こういう結果になってしまったのは“運”が悪かったとあきらめるしかない。 

逆に過去の成績がいくら悪くても、狙っている馬が３着以内に入ったら、”運“がよかったと素直に

感謝するほうがよっぽど精神的にも楽でいい。 

 

「原因 → 結果」が正しいと信じている人は多いが、実は「原因 → 運（縁） → 結果」が正し

い捉え方なのである。 

 

つまり運とか縁といった、何かのきっかけがあってはじめて原因が結果に結びつくという考え方

だ。 

このように考え直すと、レース中に起きるきっかけ（他馬に寄られて不利を受ける、前の馬がのめ

る、偶然にインがあく、逃げ馬が出遅れる･･･）などといった運的な要素は、事前に予測できない。 

となると、いかにデータ分析を完璧に行ったところで「骨折り損のくたびれもうけ」、という格言が脳

裏をよぎってしまうのは私だけだろうか･･･？ 

 

競馬が実力や能力とともに、こういった”運“みたいな不確定要素に影響されているとしたら、予

想する我々のスタンスも、もっとアバウトになっていいはずだ。 

 

つまり結果的に穴馬を選べる方法であれば、予想するうえで運や偶然性のようなオカルト的な要

素を取り入れても何ら問題はないということだ。 
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オカルト主義なのか･･･？  

そうかと言ってサインや語呂合わせのような馬券術を使って穴馬を探すつもりは毛頭ない。 

サイン読みも、時と場合によっては競馬談義に花が咲くきっかけとなるので楽しいのだが、その

人の感性によって読み方が違ってくるので、馬券術と呼ぶのはどうなの？という気がしている。 

 

実は、本書がメインで扱うのは「日刊コンピ」なのだが、コンピは出目の類と一緒であるとか、オカ

ルト馬券術なのでは？と勘違いされている方が非常に多い。 

 

確かに、「コンピ指数１位と８位を買え！」といったような定位置同士を狙う方法は、そこらの悪徳

出目本と同類と見なされても仕方がない。 

また「指数 48、49、50 の馬を穴馬として狙う」といった定指数を狙い打つ方法も、偶然性に頼ると

ころが大きいのでオカルトだと判断されても止むを得ないだろう･･･。 

 

ただいくらオカルトだとしても、実際に穴馬をズバズバ指名できるのであれば、それは十分に有効

な馬券術として用いてもよいのではないか？ 

 

松井とイチロー･･･ 

話は飛ぶが、日本人大リーガーとして素晴らしい成績を残している松井秀喜とイチローだが、二

人はまったく異なるタイプの野球選手だ。 

松井はホームランで魅了するバッターだが、片やイチローはヒットを積み重ねるバッター。どちら

が優れているか？といった仮定はナンセンスだ。タイプは違っても大リーグという大舞台で結果を

出しているという点ではまったく同じで、どちらも成功者である。 

 

馬券術もこれと同じで、色々なタイプがあってしかるべきだし、「これが唯一の必勝法だ！」と言い

張ることは絶対におかしい。 

 

正統派の馬券術を使っても、もちろん結構だ。ただ「正統派の馬券術でなければ勝つことは出来

ない」と決め付けてしまうのは問題がある。 

まるで松井よりイチローのほうがスゴイ！と言って顰蹙（ひんしゅく）を買うようなものだ。 

 

“オカルトまがい”のコンピを使っても、それなりの成果が出ているのであれば、それはフィールド

が違う話であって戦法が異なっているだけのこと。どんな方法でもいいから的確に穴馬を見つけ

ることが出来れば、まったく問題はないのだ。 
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再び江田照男･･･ 

５月２６日に行われたレースで、複勝が 1,000 円を越す穴馬が出たレースはメインの１１レースと２

レースの２つだけであったが、実はこれらの穴馬は、日刊コンピを使って、ある計算をするだけで

浮かび上がってくる馬たちなのだ。 

 

１１レース／欅ステークス ★ブライトアイザック／複 1,050 円 

 

 

２レース／サラ系３歳未勝利 ★アデステフィデレス／複 1,490 円 

 

 

とにかく日刊コンピをうまく使いこなせば、いわゆる正統派な予想方法と差がない結果をもたらす

ことが出来るのである。これからじっくりとその方法をお伝えしていこう。 

 

余談になるが、ダービー当日の５月２７日、江田照男は見事に７レースで勝利をモノにしている。 

 

 

 

５番人気なので単勝自体は穴とは言えないが、相手に７番人気を連れてきて馬連 6,580 円と穴配

当をもたらした。 

 

さすがだ･･･、穴男・江田照男。 
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 いったい“穴馬”って何･･･？   

穴馬とは相対的なもの･･･ 

いまさら「穴馬」のことを説明するのも何だが、簡単に言ってしまえば、大方の予想を裏切って 

番狂わせを起こす馬のことである。 

つまり１着に来るなんて到底信じられないような馬が、見事に勝ってしまった場合がそうだ。 

 

例えば、今年の天皇賞（春）。 

圧倒的な１番人気に推された３冠馬オルフェーヴルがまさかの11着大敗を喫したが、勝ったのは

14 番人気のビートブラック。まんまと逃げ切って“大番狂わせ”を演じた。 

↓↓↓ 

 

 

 

単勝オッズ 159.6 倍･･･！ 

いったい誰がオルフェーヴルが負けると思っていたのか？誰がビートブラックが勝つなんて予想

してたのか？実に見事な穴馬劇場･･･。 

 

 

 

２番人気、３番人気は順当に入着を果たしたが、それでも１頭の穴馬が食い込むだけでご覧のよ

うに各種の馬券が高配当となった。 
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だが、このビートブラックという馬、いつも番狂わせを演じているのかと言えば、もちろんそんなこ

とはない。過去には堂々の１番人気に推され、人気に応えて勝利しているレースもある。 

↓↓↓ 

 

 

 

“本命馬”となったビートブラックが見事に勝ったわけだが、今度は 18 番人気のキングトップガン

（単勝オッズ 477 倍！）が２着に入って番狂わせを演じている。 

 

 

このように、たまたまビートブラックという馬を取り上げてみたが、あるレース（大阪ハンブルグ）で

は１番人気になったかと思いきや、別なレース（天皇賞・春）では穴馬の扱いを受けることもあるよ

うに、「人気」とは他の馬との相対的な指標に過ぎない。 

 

よくレースが終わったあとに、「いやー、惜しかったな。この馬、次のレースでは絶対に要注目だ

な！」と自信満々に語っている方がいるが、これは穴馬攻略という観点では好ましくない。 

なぜならそのように思う方は実は他にも多くいるもので、大概そういった馬は次走では穴馬では

なく人気馬となってしまうことが多いので、追っかけていてもあまりメリットがないのだ。 

 

２位じゃダメなの･･･？  

「２位じゃ、だめなんでしょうか？」 

これは某女性国会議員が吐いた名言（迷言）であるが、この言葉に対して多くの国民や知識人は

「１位でなきゃダメに決まってるだろ！」と反論した。まったく同感である。 
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競馬は本来スピードを競うもので、１番真っ先にゴール板を駆け抜けた馬こそが次代に子孫を残

せる権利を得る。１勝も出来ない未勝利馬で子孫を残せるのは、よっぽど血統が優れているか、

馬主や生産者の気まぐれでしかない。（メス馬は除く） 

 

産まれた時から「２位でもいいから、頑張って走ろうね～」などとひ弱に育てられるサラブレッドは

いないだろう。夢でもいいから“ダービー馬に！”とか“Ｇ１を取れる馬になってくれ！”と期待をか

け調教するのが普通である。 

 

しかし、“穴馬を探す”ことだけに限定すれば、かの女性議員に言ってやりたい。 

↓↓↓ 

「２位でもいいです。いや３位でもいいんです！」と（笑）。 

 

別に１着でなくても、２着・３着に食い込めば十分に馬券対象となるので、穴馬の使命とは３着ま

でに入ること。つまり３位までに入る“番狂わせ”を起こしそうな馬を、うまく見つけ出すのが穴馬

攻略の重要な秘訣となるのだ。 

 

１番人気になる理由･･･ 

かつてある商材でも書いたことだが、レースでの競走馬の人気やオッズはすべて競馬新聞の印

によって決まってしまう。これは間違いのない事実だ。 

関東・関西の競馬新聞やスポーツ新聞で、予想印を打つ評論家やトラックマン（ＴＭ）がいったい

何名いるのか見当もつかないが、彼らが独自で取材をしたり、競馬的な感性やセンスによってつ

けた予想印が、その馬の人気を決めオッズに反映されていくのだ。 

 

◎（本命）、○（対抗）、▲（単穴）、☆（注意）、△（複穴） 、といった競馬新聞独特の記号がその

レースの人気順に大きな影響を与えている。当然◎が多い馬が１番人気になりやすく、以下○が

多い馬が２番人気、▲が３番人気･･･、といった具合。 

誰が考え出したのか分からない実に不思議な記号だが、パドックで「この馬は要らないね～」など

と能書きを垂れているオッサンでも、新馬戦（メイクデビュー）を予想する際に、競馬評論家やトラ

ックマンの予想印が無ければ、馬の良し悪しを判断することなど絶対に無理だろう。 

 

某局の競馬中継でパドック解説をしている評論家（元騎手）も、必ず印が重たい上位人気の馬し

か推奨しない。本当に馬体を中心に見ているのであれば 10 番人気以下の馬を取り上げてもいい

ものだがそんなリスクは冒さない。なぜなら印がいっぱいついた馬を選べば確かに走るからだ。 
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とにかく競馬新聞の、特に本紙担当の◎印が多い馬が１番人気になる。 

印がついていない馬が１番人気になることは天地がひっくり返っても絶対に起こりえない。 

 

穴馬の気持ち･･･ 

競馬予想の精度の高さでメシを食っている競馬評論家だけに、さすがに的中率はかなり高い。 

◎や○を打った馬が１着２着にバンバンと入ってくる。プロの目線はかくのごとく鋭いのだ。 

でも考えてみれば当然なのかも知れない。なにせ朝から晩まで競馬のことだけに集中でき、それ

こそキャリア、経験、環境、そしてモチベーション･･･すべてが我々とは違うのだ。 

 

よくネットなんかでも素人が「競馬新聞なんて当てにならない。俺から言わせると、この馬の●●

は、▲▲だから、◆◆･･･」と高飛車に講釈を垂れて予想してたりするが、たまに穴が当たったとし

ても年間ベースで勝負をすれば絶対に負けるはずだ。 

 

だが競馬評論家も人間である以上、判断ミスを起こすこともある。 

先程の天皇賞でも、どうしてもオルフェーヴルに◎をつけなければ･･･という強迫観念？が強かっ

たためか、ビートブラックなんかに◎をつけた方はほとんどいなかった。でも次にもう一度走るとし

たら果たしてオルフェに勝てるだろうか･･･？ やはり今回は“運”が味方したからだ。 

 

ビートブラックからしてみれば「運じゃねーよ、実力だぜ！ オレが 14 番人気だなんて随分なめら

れたもんだな･･･」と思っていたかも知れないが（笑）。 

 

ともあれ、競馬新聞がコケる→穴馬が出現する。 

これは誰もが否定できない「方程式」なのだ。 

 

たまたま走った（運）でもいいし、本当は実力があった馬だったのかも知れない。 

でも結果的に高配当をもたらしてくれれば、そんな事はどっちでもいいのである。 

 

日刊コンピ･･･ 

江田騎手やビートブラックの事を取り上げ、つらつらと書いてきたがそろそろ本題に入っていこう。

本書では、穴馬を攻略するツールとして、「日刊コンピ」を使う。 

 

こういった競馬商材に興味がある方は日刊コンピについても知識があるものとして話をすすめて

いくが、日刊コンピの入手方法などについては巻末にまとめてあるのでご覧頂きたい。 
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日刊コンピが、競馬新聞の印に依存している数値であることは明らかだ。 

カンタンに言ってしまえば、予想印を点数化したものになっている。 

 

推測であるが、10 紙分の本紙予想の印を ◎＝５点、○＝４点、▲＝３点、☆＝２点、△＝１点 

と点数化する。それを単純に足して、さらにプラス 40 をしたものがコンピ指数の正体である。 

 

例えば 10 紙ともに◎であれば、10×５＝50。 さらに 40 を加えて「90」がその馬の指数。 

反対に 10 紙ともに無印であれば、10×０＝０だが、40 を加えて「40」となる。 

同じ数値になる馬はいないので、若干の補正が加わっていることも確かであるが、概略はこんな

感じで予想印と連動しているのは間違いない。 

 

競馬新聞がコケると日刊コンピもコケる･･･ 

なので競馬新聞の各紙すべてが◎を打った大本命馬は、日刊コンピでも「90」とか「88」といった

高い数値を持つことになる。 

決して◎が多い馬のコンピ指数が、最低点の「40」になるということはありえない。 

逆もしかりで、新聞でほぼ無印の馬がコンピ指数の最高点「90」となることも絶対にない。 

（ご存知の方からすれば実に当り前な話なのだが。） 

 

そして、先程競馬新聞がコケる→穴馬が出現するという方程式を示したが、この式をさらに展開

すると競馬新聞がコケる→日刊コンピもコケる→穴馬が出現するという三段論法が出来上がる。 

 

そしてここからが重要なのだが、日刊コンピがコケた場合のレース事例を数多く分析すれば、穴

馬が出現するタイミングが分かる、ということ。 

 

確かに競馬新聞の印を分析しても、オッズを分析しても、穴馬は見つかる。 

現に「穴馬アナライザー」という商材や「オッズを見て、高配当を演出する穴馬をあぶり出す方法」

という無料レポートなどで、オッズを使った穴馬攻略ノウハウをお伝えしてきた。 

 

ただオッズを使った場合には、レース直前までオッズがコロコロ変動するので、どの馬が穴馬に

なるのか見極めが難しいという弱点がある。それが苦にならない方は問題ないのだが、色々なお

声を頂戴する限りやはりオッズを一日中見られる方は限られているようだ。 

 

そこでオッズの代わりに注目したのが「日刊コンピ」なのだが、これがなかなか面白い。 

穴馬を探し出すのに好都合なツールだと分かったのだ！ 
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 日刊コンピを使った穴馬の法則  

ただコンピを眺めていても･･･ 

はっきり言って「日刊コンピ」は、ただの数字の羅列に過ぎない。 

だからコンピを入手して単純にボーっと眺めていても、穴馬を見つけるどころから、何も得ること

がない。 

 

例えば、安田記念が行われた６月３日のコンピ表を見てみよう。 

 

 

緑色のマーカーがしてある馬は、１着か２着に入った馬で、つまり連対馬のこと。 

青色のマーカーは、３着馬をあらわしている。 

 

１レース、６レース、11 レース、12 レースで 10 番人気以下のいわゆる“穴馬”が３着以内に入って

健闘しているが、このあたりの穴馬を楽に選び出せれば、今後の馬券作戦に多いに役に立つは

ずだ。 

 

ではどうすれば、穴馬候補を見出すことができるのだろうか？ 
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穴馬の共通点を探る･･･ 

穴馬が４つのレースで出ているのであれば、まずはその４つのレースのコンピ指数を直に分析し

てみることが、穴馬攻略への手がかりとなる。 

 

そこで先程のコンピ表を、該当する４つのレースだけに整理してみた。 

 

 

どうだろうか？ 何か穴馬攻略の糸口が見出せただろうか？ 

おそらく多くの方が「････」となってしまうことだろう。 

でも分からなくて当然だし、逆にこの時点で穴馬の共通点を見出せた方は、かなりのコンピマニ

アか数学オタクに間違いない（笑） 

 

相手（コンピ）は数字なのだから、やはり数学、いや算数レベルで結構なのだが、加減乗除（カン

タンに言えば足す、引く、掛ける、割る）を行ってあげる必要がある。 

 

もっとも、難しく分析しようと思えばいくらでも難しい計算式を立てて緻密にやれるのだが、誰でも

簡単に穴馬を攻略してもらうのが本書のテーマなので、今回は非常に単純明快な計算のみ行う

ことにする。 

 

ズバリ引き算だけである！ 

各馬の指数の「差」を引き算で出してみると、結構面白いことが分かるのだ。 

 

まず、→差となっている部分に注目して欲しい。 

指数１位（馬番 10・指数 81）の下に「14」という差が計算されているが、意味するところは、指数 

１位（81）から指数２位（67）を引き算で計算しただけという単純明快なもの。 
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さらに、穴馬だけを選びたいので指数 49 以下の馬だけを対象にする。するとこうなった。 

 

 

さらに、コンピの特性として「同じ指数は絶対にない」というのがあるから、上のコンピ表を見てお

分かりのように 49、48、47 とか、44、43、42、41、40 と数値が連続する箇所がたくさん出てくる。 

その場合、引き算をすると「1」になるが、これをいちいち計算しても馬鹿らしいので、指数差が

「２」以上の時のみ記入することにしよう。 

↓↓↓ 

 

これですっきりした。 

 

この作業を先程の４つのレースすべて行ったものが下記の表だ。 

 
いかがだろうか？ 

ここまで計算できたら、どうやって穴馬を選び出すのか、逆にひらめかないと競馬センスを問われ

ることになってしまうが、分かって頂けたものと確信する。 

答えは･･･？ 
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★コンピを使った、穴馬の法則★ 

↓↓↓ 

指数 49 以下の馬で、下位順位から指数差２以上の馬を探す。 

その馬から上位４頭が穴馬候補になる。 

 

 

 

実に簡単な、小学生でも分かる引き算だけでこのような穴馬候補が見つかるのである。 

 

もし、あなたが正攻法な馬券術を得意としているのであれば、あっけに取られたかも知れない。 

またコンピマニアの方であれば、もっと複雑な計算を想定していたのに、と思ったであろう･･･。 

 

だが、馬券術はシンプルなほどいいのだ。 

仕事柄、他の方の馬券術を見る機会も多いが、中にはすごく複雑な工程を経てから軸やヒモを

決めたりするものや、作者でなければとても理解できないような“とんでもロジック”を強要するよ

うなものもあり、買われた方には申し訳ないが苦笑するほかない。 

 

もちろん結果が出てナンボ。 

シンプルだからと言って選んだ穴馬が３着以内に入って高配当をもたらせなければ、何の意味も

なくなってしまう。そこでもう一度この４つのレースの結果を、じっくりと振り返ってみよう。 
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穴馬候補は、⑪⑫⑭⑧の４頭となり、⑧が３着に入った。 

 

 

複勝は 780 円だが、１番人気とのワイドを買ってもいいだろうし、１番人気を軸にしての三連複を

買うことも可能だろう。万馬券となっているがこの程度ならば狙って取れる馬券だ。 
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穴馬候補は、⑩⑪⑭⑨の４頭。見事に⑭が２着に食い込んだ。 

 

コンピ指数 90、単オッズも 1.4 倍とかなり圧倒的な１番人気がいるので、連軸にはもってこいだろ

う。問題は相手だが、この穴馬攻略の法則で浮かび上がった４頭を素直に選べば、馬連 1,630 円

が着実に的中したはずだ。 
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どの馬が本命で、どの馬が穴馬なのか分からないほどに混戦ムードとなった今年の安田記念だ

が、穴馬候補として③⑱①⑧の４頭が選ばれた。 

 
 

見事に③と⑧が３着以内に食い込み、４着にも①が入って、まさに「穴馬の法則」の威力が炸裂し

た感じのレースとなった。ちなみにもう１頭の⑱ペルーサはビリだったが･･･（苦笑） 

 

コンピ指数１位（実オッズでは２位）でノリに乗ってる福永騎乗のストロングリターンを素直に信じ

られれば、馬連でもいけたかも知れないが、ここはワイドで買ったほうが無難。 

さすがに三連系は取れないと思うが、選んだ人気薄４頭中３頭が掲示板に載るという、実に不思

議な穴馬劇場であった。 
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穴馬候補は、⑫⑮③②の４頭で、武ユタカの③が３着に入ってきた･･･。 

 

安田記念に続き、この重賞レースも福永が勝利。 

本当に今が一番ピークかと思わせるほど絶好調だ。もちろんもっともっと頑張ってもらい、岩田と

ともに競馬界を引っ張ってもらいたいが。 

 

そんな中かつての天才武ユタカが穴人気馬で３着。 

全盛期の彼を観ている者としては何となく寂しい限りだが、まだまだ老け込むのは早いし、某大

手グループからの苛めに負けずにもう一花、必ず咲かせてくれるはずだ。 

 

センチなことは脇に置いて、このレースでも上位人気との三連複ならば買えないことはない。 

ワイドでもまずまずの配当なので十分に狙えたはずだ。 
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他の日のレース事例･･･ 

ここ数ヶ月以内に行われたレースの中で、この法則にしたがって選び出された穴馬が見事に活

躍したレースを紹介してみよう。 

 

 

 

 

穴馬候補･･･⑪③②⑥ 

 

②が２着、⑥が３着に食い込む。コンピ指数１位とのワイドを買ってもかなりオイシイ配当だ。 
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穴馬候補･･･②⑫①④ 

 

④が３着に入った。上位人気馬は固そうなので、三連複を狙ってもいけるし、ワイドでももちろん

取れるはずだ。 
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穴馬候補･･･⑩⑫⑦⑪ 

 

⑩がなんと１着になって 3,750円の高配当。１番人気との馬連も取れそうだし、工夫次第では三連

複の２万馬券も的中できるかも知れない。 
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穴馬候補･･･⑮⑯①⑭ 

 
⑭が３着に食い込んだが、複勝が破格の 3,020 円！普通にオッズだけを見てたらとても買えない

馬だが、コンピ指数 46 ならば、なぜか安心感がある（笑）。 

コンピ３位の馬とワイドで買う手もあるが正直難しいかも知れない。 

 

 

なじみの馬やレース名があったほうが分かりやすいので重賞や特別レースから抜粋したが、普

通の平場レースなら、それこそゴマンと穴馬が飛び出しているのでさらに抜粋してみよう。 
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他の日のレース事例（ＰＡＲＴ２）･･･ 

紙面の関係で、穴馬候補４頭とその結果のみお伝えしていく。 

 

5 月 19 日新潟５レース／穴馬候補･･･⑬⑦⑤① 結果⑬･･･３着 

 

 

 

5 月 20 日新潟９レース／穴馬候補･･･①⑫②⑤ 結果⑤･･･１着 

 

 

 

5 月 26 日京都５レース／穴馬候補･･･④②⑩⑯ 結果④･･･３着 
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5 月 27 日東京３レース／穴馬候補･･･⑧⑬⑭⑫ 結果⑧･･･２着 

 

 

 

6 月 2 日東京２レース／穴馬候補･･･⑤⑬③⑥ 結果⑥･･･３着 

 

 

 

6 月 2 日東京 12 レース／穴馬候補･･･⑪①③④ 結果①･･･３着 

 

 

このように、誰でも簡単に穴馬が見つけ出せるので、まずは１～２週間あなた自身が実際に穴馬

候補４頭をピックアップしてみて、着順がどうだったのか、記録してみることをおすすめする。 

 

その上で「使えそうだ！」と感じて頂けたなら、あなたの持っている馬券術と組み合わせてもいい

し、複勝やワイドで手堅く買うのがベストだ。また柔軟性を持たせて馬連や三連複のヒモに使って

もいいだろう。 
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下記はランダムに、ある日のコンピ表を並べてみたものだが、10 位以下の馬に緑色や青色のマ

ーカーがちらほらと付いているのがお分かり頂けると思う。 

このような「穴馬」をいかに効率よく見抜くことが出来るかどうか･･･？ 

もちろん正攻法な馬券術で選んでも良いが、手間隙かけずに選べる方法をあなたは知ってしまっ

た訳だ。あとはどのように使うのか･･･？ あなた次第である。 
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 ２ ０ 年の歳月を経て･･･  

食わず嫌い･･･ 

日刊コンピを使って、ちょっとした計算をすれば、穴馬候補となる馬が選べることをお示ししたの

だが、もちろんすべてのレースで的中するわけではない。 

あくまでもお遊び感覚で見つけ出して、コンピ馬券術の不思議な法則をまずは体感して欲しい。 

 

実は、私は長年「オッズ」を中心に馬券を買っているのだが、ここ最近になってようやくコンピを導

入したという経緯がある。正直はじめは少し抵抗があったのだが、使いはじめると結構な穴馬券

が取れるので、いわゆる「食わず嫌い」なだけであったと反省している。 

 

でも「オッズ」も「コンピ」も、競馬新聞の予想印を源とした「人気」のバイアスをうまく利用する馬券

術なので、一度食べてしまえば、その後は比較的オイシクおかわりが出来るのだ（笑）。 

 

「穴馬の法則」については、現時点でもうお伝えすることはない。 

だって、あれだけシンプルなのだから、もう補足なんて要らないでしょ！？ 

 

私のようにオッズやコンピを使っている方、競馬ブックのレイティング等に代表される「指数系」を

好む方、さらには出目とかサインなどを駆使している方･･･、つまり競馬本来のファクターである競

争馬や騎手、厩舎などのデータを直接的には扱わないノウハウに抵抗がない方は、今回ご提示

した「穴馬の法則」を素直に歓迎して頂けるものと自負している。 

 

だが、いわゆる正攻法な馬券術、昔ながらのオーソドックスな予想スタイルが好きな方にしてみ

れば、この「穴馬の法則」を使えば、あれほど簡単に穴馬が選べるにもかかわらず、イマイチ腑に

落ちないのではないか？と危惧している。 

そこで、何の参考にもならないかも知れないが、私自身が正攻法な馬券術からアウトロー的な馬

券術へと転向するきっかけになった、思い出のレースを最後に語って筆をおきたいと思う。 

 

メジロマックイーン･･･ 

私の競馬キャリアは約 20 年以上だが、当初は“柏木集保”的な正統な競馬理論を中心とした、あ

くまでも競馬ファクターを重視する予想スタイルで馬券を買っていた。 

過去の実績はもとより、血統的な背景を学び、展開面での騎手の駆け引きを読み、厩舎の思惑

も頭に入れながら･･･、とにかく予想すること自体が楽しい日々だった。 
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でも、忘れもしない平成３年１０月２７日。 

この日のメインは、今や伝説になったアノ天皇賞。 

 

 

 

 

当時大学生だった私は、友人４～５人と一緒に府中・東京競馬場へ生観戦に行った。 

午後の何レース目から参加したのかは思い出せないが、小雨が降りしきる中、次第にメインレー

スが近づくにつれ、鼓動がバクバクしてくる感触は今でもはっきりと思い出せる。 

 

なにせ圧倒的な１番人気、メジロマックイーンが天皇賞春秋連覇を賭けて、出走するのだ。 

鞍上はキャリア５年程度なのに、すでに天才の名に恥じない活躍を見せていた武ユタカ。 

誰しもが優勝すると思っていたし、正攻法な予想から結論づければ、必ず軸となってしかるべき

ユタカ＆マックイーン。 

 

私は少々捻って、東京コースでの実績（ダービー３着）を買ってホワイトストーンを軸にマックとの

ほぼ１点勝負。かなりアツい金額を張ったのだが･･･。 
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強い馬が必ず勝つとは限らない･･･ 

結果はご存知の通りで、マックイーンがプレクラスニー以下に大きく差をつけてゴールをしたのだ

が、スタート時点で他馬を落馬寸前までに追い込むくらい激しい斜行をしてしまい、前代未聞の 

１着入線→１８着降着。 

 

やけに長い審議の時間を経て、掲示板からマックのゼッケン番号「１３」の数字が消えた瞬間とい

ったら、スタンド中が、もうこの世の終わりかと思うほどの大騒ぎ･･･。 

ドワー、ギョエーとまるで表現にならないような悲鳴と歓声がステレオサウンドの如く響き渡った。 

 

私の場合は、どのみちホワイトストーンから買っていたので、彼が４角の時点であえいでいるのを

見てハズレを観念したのだが（苦笑）、それでも不思議な感覚に襲われたのは覚えている。 

↓↓↓ 

「競馬っていったい何なんだ～。」 

「なんでマックほどの強い馬が降着になるのか･･･？」 

 

そう、このレースを生で見てから、“強い馬が必ずしも馬券にからむとは限らない”ことを学んだの

である。 

 

世の中の不条理･･･ 

つまり、過去の実績や血統などを重視する予想方法では、単純に１秒でも早くゴール板を駆け抜

ける馬を探すことにほぼ同義となるのだが、それだけではオイシイ馬券は取れないことに気がつ

いたのだ。 

 

もちろん当たるレースはたくさんあるし、順当に間違いなく勝つ馬が、その通りに当り前のように

勝つレースが大半であることは否定しない。 

 

ただ、“運”や“偶然”、そして降着などの“アクシデント”によって入着結果が変わってしまうのもま

た競馬なのである。まさに世の中の不条理がそのまま反映されてるが如く･･･。 

 

会社なんかでもそうであろう。本当に能力がある社員が出世するのではなく、世渡り上手な社員

が出世街道を走っていたり、恋愛でも無口なイケメンより女心を知っているブサイクな男の方がモ

テルとか･･･。 

 



穴馬の法則 

 

©2012 INFORACE PUBLISHING All Rights Reserved －33－ 

三たび江田照男･･･ 

さて、この天皇賞を結果的に勝利したのは、当時 19 歳の江田照男騎手であった。 

マックの降着が決まって江田の勝利が確定となり、検量室から出てきた江田をフジのアナウンサ

ーがつかまえて、さっそく勝利騎手インタビューとなった訳だが、何度も何度も「本当の実力では

ないので･･･」と笑顔なしに答え、かなり動揺しながら話していた姿がとても印象に残る。 

今でもユーチューブにアップされているので、興味がある方は見て欲しい。 

 

 

 

確かに、当時最強のメジロマックイーンは強い競馬をしたけれども馬券にはからめなかった。 

ここに競馬的思考と馬券的思考の考え方の違いがある。 

 

まー、それはさておき、江田がＧ１初騎乗・初勝利という快挙を成し遂げたのは事実であるし、こ

れはまさに“運”を江田自身が引き寄せたのである。 

 

あれから 20 年以上が経っていまや“穴男”の異名を持つ江田だが、またいつしか大きなＧ１タイト

ルを奪取して欲しいと、心から願っている。同じアラフォー世代として･･･。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

現在、オルフェーヴルや今年の皐月賞馬ゴールドシップの「母の父」として、メジロマックイーンの

名前を見ることができるが、自身の産駒の成績はイマイチで「父」としての評価は散々だったが、

こうして母の父として活躍するとは、数年前までは誰も想像ができなかったことであろう。 

 

血統データから、「マックイーンは母父として必ず成功する！」なんて予言していた評論家はいな

かったはずだ。でも現実にこうして父ステイゴールドとの“黄金配合”が見つかって、孫世代に血

を残しているのを見ると、やはり“運”とか”偶然“のような人智を超えた何かがあると感じざるを得

ない。 

そういった意味において、穴馬を見つける手段は他にもあると思うが、今回この方法を通じてあ

なたとめぐり合えたのも何かの“縁”であるし、お互いに“運”に恵まれたと感謝できるようにありた

いものである。 
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 日刊コンピ指数について  

 

お住まいの地域によって、日刊スポーツ新聞社、北海道日刊スポーツ新聞社、日刊スポーツ新

聞西日本、そして沖縄タイムス社と発行元が異なりますが、原則全国どこでも買える「日刊スポー

ツ」というスポーツ新聞に掲載されています。 

ただし、レース当日の朝にしか販売されません。（一部地域で例外があります。） 

 

ですので「午後のレースだけ予想できればＯＫだ」という方は、当日の朝、日刊スポーツを買って

も結構です。ただし一部 130 円しますので、毎週競馬をやるとすると一ヵ月で 1000 円以上かかっ

てしまう計算になります。 

 

なるべく安くすませたい方は、こちらのご利用をおすすめします。 

↓↓↓ 

http://p.nikkansports.com/goku-uma/ 

 

これは日刊スポーツ新聞社が運営している「極ウマ・プレミアム」という、オンライン会員システム

です。詳しい内容はサイトをご覧頂いて確認して欲しいのですが、月額 840 円 というリーズナブ

ルな利用料で、レース前日に「コンピ指数」を見ることができます。 

 

毎週(土)(日)に競馬をやるのであれば、毎回新聞を買うよりは安くすみます。 

また１カ月では８４０円ですが、６カ月契約にすると４７８０円と、チョッピリ割引となる制度もありま

す。（価格は変更する場合があります。） 

 

会員になると「コンピ指数」が見られるだけでなく、出走馬の情報や評論家・競馬関係者のコラム

なども読めるので、週末の競馬が楽しみになり、まさに競馬ファンには充実したサイトとなってい

ます。 
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前日 19 時前後からコンピを見ることが出来ます。 
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Ｇ１などの重賞レースでは、過去のコンピ指数を見ることが可能なので、固いか荒れるかの傾向

性とか穴馬の出現具合を知ることができ、とても役に立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

最後までお読み頂き、ありがとうございました。 

これからも穴馬中心主義で、インフォレース出版らしい馬券ノウハウを提供して参ります。 

 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

インフォレース出版・文責 クラモト 
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なぜか３着までに突っ込んでくる 

穴馬の法則（コンピ対応版） 
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